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その他

生活系ごみ

事業系ごみ
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し 尿

特別管理一般廃棄物

一
般
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廃
棄
物

廃

棄

物 1 . 燃 え が ら   2 . 汚 泥   3 . 廃 油   4 . 廃 酸   5 . 廃 ア ル カ リ   6 . 廃 プ ラ ス チ ッ
ク   7 . 紙 く ず   8 . 木 く ず    9 . 繊 維 く ず   1 0 . 動 植 物 性 残渣  1 1 . 動 物 系
固 形 不 要 物 １ ２ ． ゴ ム くず   1 ３ . 金 属 くず   1 ４ . ガ ラ ス 陶 磁 器く ず   1
５ . 鉱 さ い    1 ６ . が れ き 類   1 ７ . 動 物 の ふん 尿   1 ８ . 動 物 の 死 体   1 ９ .
ば い じ ん   ２ ０ . 上 記 の 産 業 廃 棄 物 を 処 分 す る た め に 処 理 し た も の

特別管理産業廃棄物

もえるごみ１．ごみの種類
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２-2 ごみの内訳
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区 分 収集量(トン) 構成比

可燃

市直営 994 5.8%

業者委託 11,213 65.5%

持込み 1,033 6.0%

小計 13,240 77.3%

粗大

市直営 1,379 8.1%

持込み 214 1.2%

小計 1,593 9.3%

計 14,833 86.6%

資源

古紙等 1,545 9.0%

カン・ビン 547 3.2%

ペットボトル 140 0.8%

牛乳パック 1 0.0%

金属類 7 0.1%

その他プラ 33 0.2%

給食残飯 19 0.1%

計 2,292 13.4%

合 計 17,125 100.0%

令和４年度収集量 単位：ｔ・％
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３－１．ごみの排出量

(1)ごみの排出量の推移 単位：トン
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区分 Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

可燃ごみ 13,628 14,295 14,776 14,849 14,872 15,345 15,691 16,122 15,918 16,335 17,153 16,894 16,440 16,351 

粗大ごみ 1,280 1,237 1,398 1,543 1,499 1,583 1,474 1,696 2,008 1,772 1,902 1,674 1,666 1,682 

資源ごみ 3,994 4,291 4,928 4,565 4,889 5,043 4,924 4,785 4,597 4,622 4,651 4,447 4,125 3,792 

計 18,901 19,824 21,102 20,957 21,260 21,972 22,090 22,602 22,523 22,728 23,707 23,015 22,231 21,825 

前年比 ▲5.6% 4.9% 6.5% ▲0.7% 1.4% 3.3% 0.5% 2.3% ▲0.4% 0.9% 4.3% ▲2.9% ▲3.4% ▲1.8%

区分 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２8 H29 H30 R1 R2 R3 R4

可燃ごみ 16,336 16,461 16,130 16,005 15,725 15,270 14,691 14,186 14,156 14,205 13,796 13,619 13,240

粗大ごみ 1,894 2,096 2,180 1,746 1,481 1,555 1,446 1,451 1,805 1,650 1,739 1,645 1,593

資源ごみ 3,688 3,516 3,357 3,300 3,032 3,230 3,119 3,029 2,804 2,562 2,503 2,385 2,292

計 21,918 22,073 21,667 21,051 20,238 20,055 19,256 18,667 18,765 18,417 18,038 17,649 17,125

前年比 0.4% 0.7% ▲1.8% ▲2.8% ▲3.9% ▲0.9% ▲4.0% ▲3.1% 0.5% ▲１.9% ▲2.1% ▲2.2％ ▲3.0％



３－２．ごみの排出量
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本市のごみ排出量は、平成１８年度にピークを迎え、近年は微減、微増を繰り返し
ていましたが、平成２４年度からは安定して減少しています。

単位：トン
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Q１．H２３年度は？

Ｑ．大阪狭山市の一人当たりの
ごみの排出量は何番目に多い？
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Q2.R4年度は？

千早赤阪村

富田林市河内長野市

河南町 太子町

大阪狭山市

南河内環境事業組合構成市町村（６市町村）



３－３．南河内地域における１人１日あたりのごみ排出量
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単位：g (１人１日当たり)

A１．H２３年度
６市町村中１番目

A２．R４年度
６市町村中５番目

団体名／年度H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

河南町 926 934 956 904 949 958 954 988 954 971 937 936

千早赤阪村 1006 969 973 959 984 992 936 941 936 915 967 903

富田林市 927 933 945 945 943 930 949 956 960 944 919 900

河内長野市 886 883 878 885 894 874 864 881 889 869 852 841

大阪狭山市 1054 1034 999 968 944 919 886 880 860 844 828 807

太子町 749 720 725 714 718 706 720 734 771 776 761 758



４－１．ごみ処理にかかる経費
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項 目 令和4年度 構成比 主な内容

焼却ごみ処理費用 595,373,399 76.6%

ごみ収集運搬業務委託料 292,766,647 37.7% 生ごみ収集運搬業務委託料

南河内環境事業組合
負担金 298,505,258 38.4% 組合負担金

ごみ指定シール制度費用 4,101,494 0.5% ごみシールの封入、郵送費用

資源ごみ処理費用 99,857,932 12.8%

リサイクル資源選別
処理業務委託料 93,155,12 12.0%

カン、ビン、ペットボトル、
その他プラの選別処理

有価物回収奨励金 6164,500 0.8% 古紙等の地域集団回収奨励金

家電リサイクル費用 513,310 0.1%
家電リサイクル業務委託料、
 ストックヤード借上料

リサイクル用備品購入費 0 0.0% リサイクルボックスの購入

牛乳パック回収費用 25,000 0.0%
牛乳パックの整理・運搬、
作業所費用

 市内美化清掃費用 6,747,480 0.9%
収集・分別・運搬業務委託料、
地区報償費

 職員人件費 65,871,784 8.5% 収集員人件費

 車両関係費用 6,718,718 0.9%
塵芥車借上料、燃料費、
修繕料、車検料等

 事務関係費用 3,020,519 0.4% 清掃、ごみ減量関係事務費

ごみ処理費用 合計 777,589,832 100.0%

ごみ処理経費内訳

リサイクル資源等売払収入 30,258,096
スチール、アルミ、ガラス、牛乳パック、
金属類等

単位：円

ごみ収集運搬業
務委託料 37.7%

有価物回収
奨励金 0.8%

南河内環境事業組
合負担金 38.4%

ごみ指定シール
制度費用 0.5%

リサイクル資源
選別処理業務
委託料 12.0%

職員人件費
8.5%

車輌関係費 0.9%

事務関係費用 0.4%



                    ※R5.３末人口 58,118 人 

ごみ処理費用総額              777,589,832 円 （13,380 円/人） 

焼却ごみ処理費用             595,373,399 円 （10,244 円/人） 

南河内環境事業組合負担金  298,505,258 円 （5,136 円/人） 

 （内訳） 

     ○施設費〔人口割・均等割〕  62,521,000 円  （20.9％） 

◎管理費〔処理量割〕       223,007,000 円  （74.7％） 

◎共通事務費〔管理費割〕    10,586,000 円  （3.5％） 

     ○シール負担金〔枚数割〕      2,391,258 円  （0.8%） 

      ごみ排出量により増減    ごみ減量による経費削減！  
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４－2．ごみ減量による経費削減


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※R5.３末人口58,118人

ごみ処理費用総額            　 777,589,832円　（13,380円/人）


焼却ごみ処理費用             595,373,399円　（10,244円/人）

南河内環境事業組合負担金　 298,505,258円　（5,136円/人）

 （内訳）


    　○施設費〔人口割・均等割〕  62,521,000円  （20.9％）

◎管理費〔処理量割〕       223,007,000円  （74.7％）

◎共通事務費〔管理費割〕    10,586,000円  （3.5％）

　    ○シール負担金〔枚数割〕      2,391,258円  （0.8%）

      ごみ排出量により増減　　　　ごみ減量による経費削減！　



５.大阪狭山市一般廃棄物処理基本計画～チャレンジ40～

①ごみ排出量 39％削減

②リサイクル率 36％達成
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実績←｜→将来目標

方 策 役 割 及 び 内 容

環境意識の向上

買う前に本当に必要なのかを考え、不要なものを買
わない。また、分別の際には識別マークをきちんと
確認し、適切な分別を行う。

身近にできることを自ら選択し関わっていくことで、
４Ｒを実践していく。

資源等分別回収の
促進

古紙・古布類等については、自治会などの登録団体
が行っている集団回収へ出すようにする。

販売店等で引き取り可能なものは、極力引き取って
もらい、適正なルートでの処理・再生を行う。

リターナブルビンについては、販売店等に戻すよう
にする。
トレイ、牛乳パック等の店頭回収を積極的に利用す
る。

市が実施するごみの分別収集に協力し、分別区分ご
との正しいごみの出し方を行う。

生ごみの排出抑制

計画的に食品を購入し、賞味期限内に使い切るよう
にするとともに、料理は作る分量を工夫するなどし
てごみを極力少なくする。

水切りネットを使用するなどして、ごみ袋に入れる
前にしっかり水切りをする。

過剰包装の自粛

シャンプーなどは詰め替え用を利用し、簡易包装に
協力する。

マイバッグを持参し、余計なレジ袋などの過剰包装
はしない。

使い捨て製品の
使用抑制

使い捨て製品の使用を抑制する。また、できるだけ
物を無駄に消費しない生活スタイルを心がける。

再生品、
不要品の再使用

日用品は、再生品を使用するように努める。

フリーマーケットやバザーを活用し、要らなくなっ
たものは必要とする人に譲る。

平成40年度
(202８年度）に
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